
仲間づくりは老人クラブで！

第 159  号
令和６年11月５日
公益財団法人青森県
老人クラブ連合会
青森市中央三丁目
20番30号
電話 017－732－6492

青森県老人クラブ連合会 検索
https://ikiikicluba.sakura.ne.jp

ホームページはこちらから 

い き い き ク ラ ブ 青 森

令
和
６
年
度
事
業
計
画　
メ
イ
ン
テ
ー
マ

の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命 

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を

【
重
点
目
標
】

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

　

�

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
、
共

に
支
え
合
う
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
次
の
活
動
に

つ
い
て
取
り
組
み
を
行
う
。

　
（
１
）
高
齢
者
の
孤
独
・
孤
立
を
防
ぐ
仲
間
づ
く
り
活
動
の
展
開

　
（
２
）
認
知
症
の
正
し
い
知
識
・
理
解
と
普
及
、
認
知
症
の
人
や
そ

　
　
　

の
家
族
の
暮
ら
し
を
支
え
る
取
り
組
み

会
員
増
強
へ
の
取
り
組
み

　

�

老
人
ク
ラ
ブ
の
意
義
や
有
効
性
へ
の
理
解
を
深
め
、
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
活
動
や
友
愛
活
動
な
ど
の
活
動
を
と
お
し
て
会
員
増
強

の
取
り
組
み
を
推
進

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
生
活
支
援
活
動
の
推
進

　
〈
健
康
づ
く
り
〉

　

○�

健
康
を
保
持
・
増
進
す
る
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）

予
防
活
動（
運
動
、
栄
養
、
社
会
参
加
を
柱
と
し

た
学
習
と
実
践
）

　
〈
生
活
支
援
〉

　

○�

友
愛
活
動
を
基
盤
と
し
た
幅
広
い
生
活
支
援
活

動（
多
様
な
生
活
支
援
・
通
い
の
場
づ
く
り
、
見

守
り
支
援
、健
康
づ
く
り
支
援
、情
報
伝
達
支
援
）

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
」
に
お
い
て
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
さ

ま
に
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
一
日

も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

青森県老連健康福祉大学校八戸会場体験学習　於：津軽こけし館（黒石市）
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県老連評議員会
　令和６年６月19日（水）、青森市のアートホテル青森
において定時評議員会を開催し、令和５年度の事業報告
及び決算について承認されました。また、評議員の補充
選任がありました。今回の選任と、３月の臨時評議員会
書面決議で選任された方々は、次のとおりです。

新任評議員
　柴　谷　松　雄（つがる市）
　宮　野　政　彦（佐井村）
　岩　崎　信　夫（板柳町）
　井　沼　　　良（中泊町）
　横　田　敏　秋（新郷村）

県老連女性部委員会
　令和６年７月17日（水）、青森市の県民福祉プラザにおいて女性部委員会を開催しました。
審議の内容は以下のとおりです。また、任期満了により委員の改選がありました。
　　１．女性部正副部長の改選について
　２．女性部長が指名する職務代行者について
　３．高齢者相互支援推進啓発事業について
　４．青森県老人クラブ芸能発表大会の開催について
　５．全老連主催「高齢者の健康づくり・生活支援
　　　セミナー」について
　６．女性部委員会の活動について
　選任された正副部長及び委員は、次の方々です。
　　女 性 部 長　石澤　キミヱ（青森市）　再任
　　女性部副部長　長谷川　榮知（弘前市）　　〃
　　女性部副部長　佐々木りえ子（十和田市）　〃
　委員　　
　　三上　良子（青森市）　　木川　宣子（弘前市）　　　角　　邦子　（八戸市）
　　岩澤　文枝（八戸市）　　山田　妙子（三沢市）　　　小島　朝子（むつ市）
　　相馬　静江（つがる市）　北山　悦子（平川市）　　　境谷　毬子（今別町）
　　齋藤　ヱツ（鰺ヶ沢町）　山崎　あきゑ（西目屋村）　山形　昭子（鶴田町）
　　高橋　たか子（横浜町）　大平　幸枝（佐井村）　　　福山　律子（階上町）

齋藤会長（中）

（左から）長谷川氏、石澤氏、佐々木氏
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収入支出

収入支出 令
和
６
年
度
収
支
予
算
書

令
和
５
年
度
決
算
報
告

基本財産利息収入
1

収入合計 38,316千円

事業収入
1,039

補助金等
収入
31,295

特定資産取得支出
123

負担金支出
399管理費支出

3,085

支出合計 38,316千円

収入合計 31,459千円

補助金等
収入
24,905

基本財産利息収入
0.3

雑収入
1,021

特定資産取得支出
96

負担金支出
397管理費支出

2,981

支出合計 31,965千円

事業収入
1,244

分担金収入

雑収入 349.7

事業費支出
34,709

事業費支出
28,491

事業費支出

事業費支出

4,960

分担金収入
4,960

34,709

28,491

http://www.flower-travel.com/

１枚の切符から海外旅行まで

本社／弘前店 〒036-8053
　　　　　　 青森県弘前市大字和泉2丁目1－1
　　　　　　 TEL. 0172－26－2112（代）
　　　　　　 FAX. 0172－26－0808

五所川原エルム店
　　　　　　　 TEL. 0173－33－2122（代）
　　　　　　　 FAX. 0173－33－2133

青森店
　　　 TEL. 017－775－2735（代）
　　　 FAX. 017－775－2739

心をこめて贈ります
夢と思い

出を…
切符・パック商品などのお問い合わせ、お申込み
☎ 0172-26-2112（AM10：00 ～ PM5:30）

☎ 0172-26-2113（AM９：30 ～ PM6:00）
募集・団体旅行などのお問い合わせ、お申込み

※青森店へのお電話は弘前店へ転送されます。

■ JR、航空券、ノクターン等の手配
■ JR、航空券と宿泊のパック商品の手配
■ 海外パック商品の手配
■ 貸切バス、グループ旅行の相談、企画
■ 団体旅行、修学旅行の企画
　旅行のことなら何でもお気軽にご相談ください。
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単
老
会
長
、市
老
連

副
会
長
と
し
て
人
望
が

厚
く
、組
織
の
重
鎮
で

あ
る
。会
員
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
し
た
ク
ラ

ブ
作
り
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、市
老
連
及
び
県
老

連
主
催
の
事
業
に
積
極
的
に
協
力
し
、老
人
ク
ラ

ブ
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

今井　敏昭
（青森市）

○
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

青
森
県
知
事
表
彰

�����������������������������������������������

　

単
位
ク
ラ
ブ
の
発
足

に
関
わ
り
、初
代
会
長

と
し
て
現
在
も
運
営
し

て
い
る
。

　

一
番
人
気
の
日
帰
り

旅
行
で
は
、自
ら
案
内
人
と
し
て
、参
加
者
を
楽
し

ま
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、地
区
老
連
会
長
と
し
て
、11
の
単
老
を
ま

と
め
、行
事
を
企
画
、運
営
し
、地
域
住
民
か
ら
の

信
頼
も
厚
い
。市
老
連
副
会
長
と
し
て
も
、会
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
る
。

角　邦子
（八戸市）

�����������������������������������������������

　

約
20
年
の
長
き
に
わ

た
っ
て
、沖
萢
寿
会
の

体
育
部
長
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
全
般
に
積
極
的

に
活
動
さ
れ
て
い
る
。

特
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
ユ
ニ
カ
ー
ル
の
指

導
を
行
い
、大
会
で
は
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い

る
。

兼平　久江
（青森市浪岡地区）

�����������������������������������������������

　

長
年
に
わ
た
り
、単

老
会
長
と
し
て
ク
ラ
ブ

の
運
営
と
推
進
の
た
め

に
貢
献
し
て
い
る
。

地
区
老
連
会
長
、市
老

連
理
事
を
長
年
務
め
、地
区
老
連
運
営
と
推
進
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。各
分
野
で
指
導
者
と
し

て
力
を
発
揮
し
、老
人
ク
ラ
ブ
全
体
を
ま
と
め
て

い
る
。

福嶋　正治
（弘前市）

�����������������������������������������������

　

会
員
か
ら
の
信
頼
が

厚
く
、人
柄
を
買
わ
れ
、

単
老
会
長
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。ま
た
、　

市

老
連
理
事
と
し
て
各
種

研
修
会
や
事
業
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、自

分
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
提
供
し
、荷
物
運
搬
に
協
力

し
て
い
る
。何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、若
い

会
員
達
に
身
を
も
っ
て
示
し
て
い
る
。

阿部　一
（十和田市）

�����������������������������������������������
　

単
老
会
長
と
し
て
、

健
康
・
奉
仕
・
い
き
が
い

活
動
の
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。特
に
、得
意
の

舞
踊
を
活
か
し
、大
勢

の
会
員
が
出
演
す
る
舞
台
を
つ
く
り
芸
能
発
表
会

等
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。ま
た
、市
老
連
監
事
と
し

て
会
長
を
補
佐
し
、事
業
の
運
営
に
貢
献
し
て
い

る
。

小向　良子
（三沢市）

�����������������������������������������������

　

単
老
入
会
と
同
時
に

会
長
と
し
て
老
人
ク
ラ

ブ
の
発
展
・
育
成
の
た

め
献
身
的
な
努
力
を
続

け
て
い
る
。ま
た
、市

老
連
副
会
長
と
し
て
も
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
従
事

し
、単
老
及
び
市
老
連
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い

る
。何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
は
、他
の
模

範
と
な
り
、会
員
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

髙橋　昭一
（むつ市）

�����������������������������������������������

　

入
会
後
よ
り
、単
老

の
理
事
・
副
会
長
・
事
務

局
長
を
務
め
、老
人
ク

ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
に

尽
力
さ
れ
て
き
た
。ま

た
、市
老
連
の
女
性
部
理
事
と
し
て
長
年
活
躍
し
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
。市
老
連
の
事

業
や
会
議
に
も
率
先
し
て
協
力
し
、他
の
会
員
の

模
範
で
あ
る
と
と
も
に
会
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
て
い
る
。

工藤　フデ
（平川市）

�����������������������������������������������

　

老
人
ク
ラ
ブ
へ
入
会

し
て
か
ら
ク
ラ
ブ
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組

み
、育
成
指
導
に
尽
力

し
て
い
る
。ま
た
、町
老

連
の
女
性
部
長
と
し
て
長
き
に
渡
り
他
町
村
と
の

交
流
を
深
め
て
き
た
。女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細

や
か
な
気
配
り
で
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
で
あ
り
、

人
望
も
厚
く
会
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

境谷　毬子
（今別町）

第 159 号	 青　森　県　老　連	 （4）



�����������������������������������������������

　

長
年
に
わ
た
り
地

域
福
祉
及
び
友
愛
活

動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。地
区
老

連
に
も
協
力
し
、児

童
館
と
合
同
で
軽
ス

ポ
ー
ツ
大
会
と
し
て

小
学
生
と
一
緒
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
実
施
。

チ
ー
ム
対
抗
で
、歓
声
や
大
き
な
拍
手
、励
ま
す
声

や
笑
い
声
が
あ
り
、と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、

事
業
の
準
備
や
片
付
け
等
も
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、サ
ロ
ン
と
し
て
、お
し
ゃ
べ
り
会
を
実
施

し
て
い
る
。同
世
代
と
一
緒
に
い
る
こ
と
で
心
の

安
心
に
つ
な
げ
て
い
る
。

○
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

�����������������������������������������������

　

会
員
増
強
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、新
規
会

員
を
単
位
ク
ラ
ブ
の
運

営
に
参
画
さ
せ
る
な
ど

後
継
者
育
成
に
努
め
て

い
る
。ま
た
、研
修
会
の
企
画
は
話
題
の
映
画
鑑
賞

な
ど
斬
新
で
、単
位
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
図
り
、会

長
が
芸
能
発
表
会
に
出
演
す
る
な
ど
、会
を
盛
り

上
げ
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、会
員
の
信
頼

も
厚
い
。

清野　草名義
（藤崎町）

�����������������������������������������������

　

単
位
ク
ラ
ブ
は
じ

め
、町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。町
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
介

護
予
防
の
重
要
性
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
た
り
、

新
た
な
事
業
に
も
取
り
組
み
、自
ら
参
加
す
る
な

ど
他
の
模
範
で
あ
り
、会
員
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

　

令
和
５
年
度
に
は
、青
森
県
老
連
健
康
福
祉
大

学
校
を
六
戸
町
で
開
校
し
、リ
ー
ダ
ー
養
成
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

岡田　寛視
（六戸町）

�����������������������������������������������

　

単
老
会
長
や
町
老
連

会
長
・
監
事
、三
戸
郡
老

連
会
長
・
監
事
と
し
て
、

長
年
、会
員
の
指
導
・

育
成
に
携
わ
り
、会
の

発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。健
康
・
友
愛
・
奉
仕
活
動

を
中
心
と
し
た
事
業
促
進
に
お
い
て
積
極
的
に
行

動
し
、取
り
組
む
姿
勢
は
他
の
模
範
と
な
る
。現
在

は
、地
域
で
の
社
会
奉
仕
活
動
等
に
積
極
的
に
参

加
さ
れ
会
の
育
成
に
携
わ
っ
て
い
る
。

成田　北士
（階上町）

杉沢長寿クラブ
（青森市浪岡地区）

代表者 加藤　克子
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特
色
あ
る
活
動
は
、

ほ
ぼ
毎
月
行
う
寄
付

用
雑
巾
づ
く
り
。仕
上

が
っ
た
雑
巾
を
地
域

の
保
育
園
、小
学
校
、

老
人
福
祉
施
設
な
ど

に
寄
贈
し
喜
ば
れ
て

い
る
。健
康
増
進
の
た
め
の
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
や

ボ
ッ
チ
ャ
の
開
催
や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
回

り
訪
問
を
実
施
し
て
い
る
。活
動
を
効
率
よ
く
実
施

す
る
た
め
、ク
ラ
ブ
に
班
を
置
き
、班
長
を
中
心
に

活
動
す
る
こ
と
で
活
動
が
安
定
し
て
い
る
。ク
ラ
ブ

結
成
51
年
と
、長
き
に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

千田長寿会
（八戸市）

代表者 山下　正二
�����������������������������������������������

　

コ
ロ
ナ
後
に
、会
員

の
親
睦
と
健
康
を
目

的
に
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ「
ユ
ニ
カ
ー
ル
」で

集
い
の
場
を
開
催
し

た
。会
員
の
親
睦
が
深

ま
り
、ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、

ユ
ニ
カ
ー
ル
の
競
技
を
通
し
て
、他
団
体
と
の
交
流

が
生
ま
れ
、活
動
が
広
が
っ
た
。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
活
動
賞

青森市老人クラブ連合会
第14ブロック協議会

代表者 鶴谷　行夫

�����������������������������������������������

　

昭
和
47
年
４
月
に

発
足
以
来
、50
年
以
上

の
長
き
に
わ
た
り
、全

国
三
大
運
動「
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
」を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
実
施
し
て

い
る
。

　

特
に
、軽
ス
ポ
ー
ツ
に
力
を
入
れ
、ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
を
そ
れ
ぞ
れ
年
１
回
開
催
し
て
い
る
。各
単

位
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、毎
週
練
習
日
を
設
け
、盛
ん

に
取
り
組
み
、健
康
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
に
励

ん
で
い
る
。

○
優
良
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

六ヶ所村
老人クラブ連合会

代表者　種市　秋光

�����������������������������������������������

　

ク
ラ
ブ
設
立
当
初

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

館
の
清
掃
、周
辺
の
雑

草
除
草
作
業
な
ど
社

会
活
動
を
実
施
し
て

い
る
。ま
た
、引
き
こ

海老川町青葉会
（むつ市）

代表者　折舘　博

も
り
が
ち
な
方
へ
の
声
か
け
訪
問
等
を
実
施
し
て

い
る
。地
域
の
高
齢
者
が
そ
の
経
験
を
基
に
、様
々

な
活
動
を
地
域
社
会
に
貢
献
し
、地
域
に
根
差
し
た

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。ク
ラ
ブ
結
成
63
年
と
長
き

に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
い
る
。
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○
個
人
表
彰

青
森
市

　

千
葉　

清
一

　

三
上　

千
鶴
子

　

奥
山　

茂

　

築
舘　

武
憲

　

三
上　

淳
二

　

倉
内　

秋
江

　

澁
谷　

紀
雄

　

中
野　

達
雄

　

有
馬　

忠
昭

　

藤
村　

博
寿

　

寺
山　

ち
ゑ

　

鳥
谷
部　

友
子

　

竹
越　

セ
ツ
子

浪
岡
地
区

　

西
塚　

幸
弘

　

西
村　

リ
セ

　

佐
々
木　

ハ
ツ
エ

弘
前
市

　

種
市　

征
蔵

　

佐
藤　

惠
美
子

　

山
田　

州

　

森　

実

　

山
形　

正
博

　

成
田　

久

　

奈
良
岡　

美
子

　

小
山
内　

正
美

　

大
川　

登

　

熊
谷　

鞠
子

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

　

齋
藤　

七
良

　

森　

ふ
ぢ
ゑ

　

木
村　

慶
子

八
戸
市

　

田
名
部　

忠

　

田
代　

昇

　

佐
藤　

富
男

　

佐
々
木　

和
子

　

北
山　

博
秋

　

山
田　

俊
彦

　

河
村　

弘
允

　

木
村　

穎
子

　

玉
田　

和
子

　

大
江　

哲
郎

　

市
沢　

敏
夫

十
和
田
市

　

小
笠
原　

勉

　

佐
々
木　

則
子

　

沢
内　

ユ
キ

　

古
舘　

タ
ケ

三
沢
市

　

髙
松　

朝
子

　

赤
坂　

博
美

む
つ
市

　

北
田　

孝
雄

　

山
端　

正
壽

つ
が
る
市

　

野
崎　

浩
一

平
川
市

　

工
藤　

一
子

　

佐
藤　

弘
子

平
内
町

　

須
藤　

實

　

辻
村　

義
雄

　

須
藤　

惠
子

　

逢
坂　

ス
サ

今
別
町

　

太
田　

春
枝

蓬
田
村

　

坂
本　

一
春

深
浦
町

　

堀
内　

満

　

岩
谷　

昌
子

藤
崎
町

　

佐
々
木　

ト
ミ
ヱ

　

榊　

佳
子

　

佐
藤　

ツ
ヱ

　

神　

信
子

鶴
田
町

　

石
岡　

定
春

中
泊
町

　

秋
元　

英
子

六
戸
町

　

伊
澤　

義
隆

　

高
坂　

茂

横
浜
町

　

濱
谷　

き
み

東
北
町

　

吹
越　

セ
ツ

六
ヶ
所
村

　

種
市　

秋
光

　

太
田　

清

東
通
村

　

大
舘　

あ
い
子

　

蛇
穴　

順
一

風
間
浦
村

　

皆
野　

俊
雄

　

鈴
木　

冨
美

五
戸
町

　

藤
村　

ち
ゑ

南
部
町

　

中
村　

ち
せ

　

工
藤　

ふ
み
子

　

四
戸　

き
く

階
上
町

　

南
上　

義
雄

　

小
出　

光
一

　

下
野　

秀
男

表
彰
授
与
式
は
、
９
月
26
日
（
木
）、
青
森

市
の
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森
で

開
催
し
た
、
青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
発
表

大
会
の
席
上
に
て
行
い
ま
し
た
。

〇
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

茂
森
新
町
寿
々
路
会��

　
（
会
長　

水
木　

修
／
弘
前
市
）

八
重
坂
敬
友
会

　
（
会
長　

坂
本　

美
良
／
八
戸
市
）

東
町
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ

　
（
会
長　

高
橋　

武
久
／
三
沢
市
）

緑
ヶ
丘
あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ�

　
（
会
長　

髙
橋　

昭
一
／
む
つ
市
）

亀
田
悠
遊
会

　
（
会
長　

赤
石　

久
男
／
藤
崎
町
）

〇
特
別
感
謝

　
（
県
老
連
役
員
ま
た
は
評
議
員
４
年
以
上
で

　
　

退
任
し
た
方
）

　

傳
法
谷　

幸
一
（
評
議
員
４
年
９
か
月
）

　

松
谷　

幸
一
（
評
議
員
14
年
10
か
月
）

　

三
戸　

武
（
評
議
員
６
年
）

　

中
村　

盛
江
（
評
議
員
10
年
）

　

岡
田　

束
志
（
評
議
員
９
年
）
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７
月
11
日（
木
）～
12
日（
金
）、
秋
田
県
鹿
角
市
「
ホ

テ
ル
鹿
角
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
か
ら

は
、
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。（
全
体
は
２
１
０
名
）

　

１
日
目
は
、
青
森
駅
前
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
、
三
沢

市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
か
ら
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

シ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
出
発
し
、
昼
食
場
所
で
合
流
し
て
か

ら
会
場
に
向
か
い
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
「
老
人
ク

ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会　

岡
本　

ま
ゆ
み
氏
よ
り
基
調
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
高
齢
者
を
取
り
巻
く
状
況
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
現

状
、
全
国
的
な
取
り
組
み
の
重
点
な
ど
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。
休
憩
を
は
さ
み
、

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
未
来
を
ど
う
考
え
る
？
」
を
テ
ー
マ

に
、
各
部
屋
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
、「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」か
ら
始
ま
り
、

秋
田
県
、
岩
手
県
、
福
島
県
の
３
名
の
方
々
か
ら
事
例

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
こ
れ
か
ら
の
老
人
ク

ラ
ブ
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
」
と
題
し
て
、
当
老
連

の
常
務
理
事
・
事
務
局
長　

五
戸　

秀
樹
の
講
義
が
あ

り
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
行
っ
た
「
老
人
ク
ラ

ブ
実
態
調
査
」
の
結
果
を
基
に
、
こ
れ
か
ら
の
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
活
動
を
楽
し
む
、
自
分
た

ち
が
楽
し
む
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
北
各
地
か
ら
集
ま
り
、
他
県
の
活
動
状
況
な
ど
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
か
ら
は
こ
れ
か
ら
の
活
動

の
参
考
に
な
っ
た
と
笑
顔
で
帰
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
福
島
県
で
開
催
予
定
で
す
。

令
和
六
年
度

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

研修会参加者研修会風景

　

今
回
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
く
だ
さ
っ

た
関
係
者
の
方
々
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
日
目
は
会
場
に
13
時
20
分
頃
到
着
。
人
数
の
多
さ

に
ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
受
講
し
て
、

高
齢
者
は
減
っ
て
い
く
が
、
平
均
寿
命
は
延
び
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
今
後
、
何
を
す
べ
き

か
、
研
修
の
グ
ル
ー
プ
討
議
か
ら
健
康
維
持
・
体
力
維

持
・
友
愛
活
動
（
見
守
り
、
声
掛
け
）
・
居
場
所
作
り

だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ど
ん
な
活
動
を
す
れ

ば
よ
い
の
か
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
報
告
用
紙
の
多

く
の
中
か
ら
推
奨
す
る
の
は
、
健
康
体
操
サ
ロ
ン
・
芸

能
発
表
・
モ
ル
ッ
ク
で
す
。
次
に
、
ク
ラ
ブ
を
十
年
後

も
残
し
た
い
理
由
は
、
同
世
代
と
の
仲
間
づ
く
り
・
老

人
の
抱
え
る
喜
び
、
悩
み
を
共
有
す
る
・
老
人
ク
ラ
ブ

を
通
し
て
生
き
る
力
を
育
成
、
健
康
寿
命
に
つ
な
げ
る

等
で
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を

通
し
て
、
ま
た
多

く
の
勉
強
を
し
ま

し
た
。

弘
前
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

監
事
　
水
木
　
修

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
初
め
て
参
加
し
て
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青森県老連健康福祉大学校開催 73名が入学
　この大学校は、県補助金を活用し、介護予防やレクリエーション活動など座学・実技を学
び、健康づくりをはじめとした地域活動を推進する総合的なリーダーを養成しています。昨
年度までの卒業生は1,404名で、市町村老連会長や副会長、女性部長等で各地域において活躍
しています。
　今年度は、平内町、階上町、八戸市の３か所で開校しています。老人クラブ未加入者も入学
を認めており、平内町20名、階上町20名、八戸市33名の方が入学しました。
　各会場とも、初日の午前中は入学式が行われました。来賓の方よりご祝辞をいただき、学
生の皆さんは少し緊張しているようでした。午後からは第１回目の講義が始まりました。青
森県立中央病院　健康推進室　健康運動指導士　西村　司氏、同指導士　境　沙織氏による
「笑いながら健康運動」が行われ、体に関する色々なお話を聞いたあと、実際に体を動かしま
した。入学式の緊張もほぐれ、みなさん笑顔で一日目を終えました。講義は各会場とも全９回
行われます。

入学式　来賓祝辞

平内町　
町長　船橋　茂久 氏

平内町議会　
議長　船橋　健人 氏

誓いのことば
左：学生代表　畑井　秀敏 氏
右：齋藤　昇一　学長

平内会場平内会場
期　間　R６.６.７～R６.10.25
場　所　平内町勤労青少年ホーム他
入学生　20名
　　　　（男性７名�女性13名）

県高齢福祉保険課
課長　舘田　満良 氏

平内町社会福祉協議会
会長　石田　康男 氏

モルック健康運動
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入学式　来賓祝辞

階上町　
副町長　澤田　充 氏

誓いのことば
右：学生代表　福山　律子 氏
左：齋藤　昇一　学長

階上会場階上会場 期間　R６.７.５～R６.11.８　場所　ハートフルプラザ・はしかみ他
入学生　20名（男性５名　女性15名）

入学式　来賓祝辞

誓いのことば
右：学生代表　坂本　美良 氏
左：齋藤　昇一　学長

八戸会場八戸会場 期間　R６.８.６～R６.12.18　　場所　八戸市総合福祉会館他
入学生　33名（男性13名　女性20名）

階上町社会福祉協議会
会長　松橋　竹子 氏

県高齢福祉保険課　
課長代理　簗田　陽子 氏

八戸市福祉部
部長　佐々木　結子 氏

八戸市社会福祉協議会
会長　田口　豊實 氏

県高齢福祉保険課
課長　舘田　満良 氏

棟方　由美子先生

境　沙織先生

西村　司先生

モルック ことわざクイズ

ラダーゲッター
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会員募集中！入会希望者は、東北町老人クラブ連合会まで
☎０１７5－６３－２７１７

～東北町老人クラブ連合会～　会長　甲地　春男
クラブ数　４クラブ（令和６年４月１日現在）
会 員 数　45名（男性 11名　女性 34名）　高齢化率 38.8％

～明るく！健やかに！楽しい！クラブ活動を！～
東北町

【
現
況
】

　

私
た
ち
東
北
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
旧
東
北
町
と
上
北
町

が
合
併
し
た
２
０
０
５
年
に
組
織
さ
れ
、
現
在
４
つ
の
単
位
ク

ラ
ブ
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
、
時
代
の
流
れ
に

よ
る
生
活
様
式
の
変
化
等
、
様
々
な
あ
お
り
を
受
け
て
ク
ラ
ブ

お
よ
び
会
員
が
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
代
の

方
々
が
築
き
上
げ
た
伝
統
や
習
慣
を
絶
や
さ
ず
、
こ
れ
か
ら
も

自
分
た
ち
の
地
域
で
明
る
く
健
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
少

数
精
鋭
と
し
て
元
気
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

「
奉
仕
活
動
」

　

各
単
会
で
の
集
会
場
や
花
壇
の
環
境
整
備
の
ほ
か
、
連
合
会

と
し
て
季
節
の
変
わ
り
目
に
は
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
の

清
掃
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
会
は
地
域
を
構
成
す
る
一

員
と
し
て
環
境
整
備
・
美
化
を
推
進
し
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り

の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

「
研
修
会
」

　

会
員
自
ら
が
高
齢
期
の
あ
り
方
に
関
心
を
持
ち
理
解
を
深
め
、

よ
り
健
や
か
な
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う
に
様
々
な
分
野
の
合
同

研
修
会
を
２
ヵ
月
に
１
回
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
年
末
年
始
に
は
、
忘
年
会
ま
た
は
新
年
会
を
兼
ね
た
研
修

会
が
あ
り
、
会
員
に
も
好
評
で
す
。

「
東
北
町
い
き
い
き
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
」

　

昨
年
度
よ
り
会
員
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
誰
で
も
気
軽
に
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
や
モ
ル
ッ
ク
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め

る
集
い
の
場
「
東
北
町
い
き
い
き
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
」
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
不
慣
れ
な
が
ら
も
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

「
多
世
代
交
流
活
動
」

　

老
若
男
女
問
わ
ず
多
世
代
と
交
流
し
、
つ
な
が
り
や
相
互
理

解
を
深
め
合
え
る
よ
う
に
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
一
例
と
し
て
、
町
内
企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
交
流
会
で

は
、
昔
遊
び
や
季
節
行
事
を
一
緒
に
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
は
じ
め
と
し
た
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
、
会
員
を

含
め
た
地
域
に
住
む
全
て
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
地
域

づ
く
り
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
老
人
ク
ラ
ブ
で
繋

が
っ
た
仲
間
と
し
て
共
に
元
気
に
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
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あ
か
つ
き
会
は
津
軽
の
西
海
岸
に
位
置
し
、
家
々
か

ら
10
ｍ
で
海
岸
で
す
。
常
に
波
の
音
が
聞
こ
え
ま
す
。

秋
彼
岸
の
頃
は
夕
日
が
大
変
美
し
い
で
す
。

　

あ
か
つ
き
会
の
歴
史
は
古
く
、
35
年
以
上
活
動
の
実

績
が
あ
り
ま
し
た
。
（
解
散
の
時
に
活
動
の
資
料
が
散

失
し
詳
し
い
歴
史
は
不
明
。
）
平
成
元
年
～
10
年
代

は
、
町
老
連
の
芸
能
発
表
会
で
最
優
秀
表
彰
を
受
彰

し
、
盛
り
上
が
り
の
あ
る
ク
ラ
ブ
で
し
た
。
そ
の
頃

は
、
町
内
会
の
花
壇
整
備
、
健
康
講
座
、
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
会
、
バ
ス
視
察
研
修
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
、
料
理
教
室
、
芸
能
発
表
、
食
事
会
な
ど
、
多
彩
で

活
発
な
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
に
ク
ラ
ブ
を
統
率
、
牽
引
し
て
い
た
役
員

の
死
去
で
、
会
は
存
続
を
諦
め
解
散
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
鰺
ヶ
沢
町
老
蓮
の
小
島
会
長
の
強
力
な
激
励
で
、
新

た
な
活
動
の
構
想
に
向
か
っ
て
再
起
を
図
り
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
の
会
員
の
多
く
は
高
齢
化
に
よ
り
体
力
や
気

力
の
衰
退
で
、
半
数
が
引
き
こ
も
り
状
態
に
な
り
、
活

動
を
停
滞
す
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
引
き
こ
も
り

会
員
へ
の
対
策
は
、
「
見
捨
て
な
い
」
「
見
守
り
励
ま

す
」
「
集
ま
り
や
交
流
会
に
積
極
的
に
誘
う
」
「
足
の

悪
い
人
は
送
迎
す
る
」
で
す
。
集
い
で
は
、
認
知
症
予

防
の
講
座
や
百
歳
体
操
講
習
で
、
フ
レ
イ
ル
に
な
ら
な

い
為
の
予
防
、
栄
養
や
運
動
の
習
慣
の
改
善
を
学
ん
で

い
ま
す
。
社
会
参
加
を
す
る
こ
と
で
、
涯
に
渡
り
、
ク

ラ
ブ
で
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
元
気
な
会
員
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
講

座
、
ミ
ニ
は
ま
な
す
学
級
で
各
種
の
講
座
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
体
験
会
と
競
技
会
、
防
災
講
座
、
健
康
相
談

会
、
町
内
会
行
事
、
町
老
連
の
行
事
な
ど
を
率
先
し
て

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
は
フ
レ
イ
ル
予
防
の
対
策
を
中
心
目
標
に
展

開
し
て
、
再
生
、
躍
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
活
動
が
で
き
る
会
員
は
、
閉
じ
こ
も
り
を
解

消
す
る
為
に
、
触
れ
合
い
を
密
に
す
る
訪
問
を
重
ね

て
、
絆
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
健
康
長
寿
の
た
め
に
交

流
し
て
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
広
場
を
月
例
会
か
ら
週
会

に
さ
せ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
102
歳

の
会
員
は
２
年
間
、
無

欠
席
で
交
流
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
閉
じ
こ
も
り
傾
向

の
会
員
を
無
く
し
て
、

支
え
合
い
、
助
け
合

い
、
生
き
が
い
の
あ
る

集
い
の
場
に
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
で
す
。

「
あ
か
つ
き
会
の
解
散
か
ら
の
復
活
」

大
和
田
あ
か
つ
き
会
（
鰺
ヶ
沢
町
）

会
長
　
岡
元
　
正
賢

会
員
数
23
名（
男
性
５
名
、女
性
18
名
）

百歳体操講習会

脳トレ講習会

モルック講習会
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各地区老連活動紹介

　令和６年９月21日（土）、八戸市　根岸公民館で開催されました。「仲間を増やし楽しいク
ラブ活動で心も身体も健康に！」をテーマに、町内会や警察、老人施設、公民館、小中学校、
PTA、地区社協など多数の地域団体を招いて開催しています。今年度は約110名の参加者で、
講演、芸能発表で盛り上がりました。

八戸市根岸地区老連懇談会

　令和６年９月13日（金）、蓬田村ふるさと総合センターで蓬田村老連の会員・事務局、大
野元気シニアクラブ会員ほか計30名が集まり、ニュースポーツ「モルック」を行いました。
１チーム４名、６チームで対戦しました。対戦後は、お互いのクラブの活動を発表しました。
とても楽しく、笑顔ありの交流会でした。

蓬田村老連と大野元気シニアクラブ（青森市）との交流会

令和６年７月23日（火）～24日（水）
青森市民美術館展示館

青森市老人クラブ連合会　趣味作品展示会

芸能発表根岸地区老連会長　杉本　達雄 氏

ニュースポーツ「モルック」 クラブ活動発表会

左：石澤女性委員長　右：三上女性副委員長
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私
は
、
昭
和
18
年
、
お
い
ら
せ
町
二
川
目
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
戦
争
で
、
三
沢
基
地
は

米
国
の
飛
行
機
発
着
で
、
い
つ
も
爆
音
に
悩
ま
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
終
戦
後
は
、
静
か
な
町
と

な
り
、
防
空
壕
の
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
時
代
は
生
徒
会
長
、
ま
た
卓
球
の
選
手

と
し
て
数
々
の
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
高
校
時

代
は
建
築
家
を
め
ざ
し
、
東
京
の
工
学
院
大
学

高
等
学
校
第
二
部
建
築
科
に
入
学
。
卒
業
後
は
、

建
築
会
社
の
㈱
堀
越
工
務
所
に
入
社
し
、
建
築
工

事
現
場
監
督
見
習
い
で
働
き
ま
し
た
。
５
年
後
に

は
、
現
場
管
理
責
任
者
と
し
て
、
４
階
建
て
の
建

築
か
ら
12
階
建
て
の
ビ
ル
工
事
、
マ
ン
シ
ョ
ン
工

事
を
数
多
く
担
当
し
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
会
社
か
ら
蔵
前
国
技
館
の
大
改
修
工

事
の
担
当
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
37
年

間
、
新
築
工
事
専
門
で
、
大
改
修
工
事
は
初
め
て

で
し
た
。
蔵
前
国
技
館
の
改
修
工
事
は
、
ま
ず
消

防
法
に
違
反
し
て
い
る
木
造
観
覧
席
を
撤
去
し
、

不
燃
材
で
の
新
設
で
し
た
。
夏
場
所
開
催
中
で

し
た
が
、
館
内
を
自
由
に
調
査
で
き
る
腕
章
を
つ

け
、
業
者
と
打
合
せ
し
ま
し
た
。
夏
場
所
が
終
わ

り
早
速
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
館
内
上
段
の
客

席
か
ら
撤
去
し
ま
し
た
が
、
15
人
で
は
撤
去
に
時

間
が
か
か
る
の
で
30
人
に
増
員
さ
せ
、
何
と
か
自

分
の
思
う
作
業
ス
ピ
ー
ド
で
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

工
事
を
進
め
て
い
る
と
、
守
衛
か
ら
理
事
長
が

お
呼
び
で
す
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
理
事
長
か
ら

「
佐
々
木
所
長
、
土
俵
の
上
の
櫓や

ぐ
ら

の
事
で
守
衛
か

ら
聞
い
た
ん
だ
が
、
天
井
か
ら
吊
る
す
と
い
う
の

は
、
ど
う
い
う
方
法
か
聞
き
た
い
ん
だ
が
…
」
と

の
事
で
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
の
櫓
は
、
４
本
の
丸
太
柱
を
掘
っ
た

穴
に
立
て
、
土
を
入
れ
て
固
め
、
そ
の
４
本
の
柱

に
櫓
を
乗
せ
る
構
造
で
し
た
。
場
所
が
終
わ
っ

た
ら
櫓
を
柱
か
ら
降
ろ
し
、
柱
も
穴
か
ら
掘
り
出

し
、
担
い
で
場
外
の
小
屋
に
納
め
る
大
変
な
作
業

で
、
大
勢
の
人
手
が
必
要
で
し
た
。
そ
こ
で
私

は
、
櫓
は
天
井
か
ら
自
動
で
吊
り
降
ろ
し
、
場
所

が
終
わ
っ
た
ら
天
井
ま
で
吊
り
上
げ
て
、
所
定
の

場
所
へ
納
め
、
カ
ー
テ
ン
を
し
て
お
く
方
法
は
ど

う
か
と
説
明
し
ま
し
た
。
理
事
長
か
ら
「
い
や
良

い
考
え
だ
、
あ
り
が
と
う
、
ま
た
来
て
も
ら
い
ま

す
。
」
と
言
わ
れ
、
２
日
後
に
ま
た
理
事
長
に
呼

ば
れ
、
「
櫓
の
件
は
す
べ
て
、
佐
々
木
所
長
に
任

せ
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
頭
を

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、
「
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
言
っ

て
現
場
事
務
所
に
戻
り
、
大
林
組
へ
電
話
し
ま
し

た
。
建
物
構
造
の
担
当
者
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

現
状
の
屋
根
の
骨
組
み
で
、
２
ｔ
ま
で
の
重
さ

な
ら
吊
れ
る
と
の
結
果
が
出
ま
し
た
。
「
櫓
は

８
０
０
㎏
だ
か
ら
大
丈
夫
で
す
。
」
と
言
わ
れ
、

す
ぐ
理
事
長
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
喜
ん
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

蔵
前
国
技
館
の
大
改
修
工
事
は
無
事
に
終
わ
り

ま
し
た
。
吊
り
下
げ
の
櫓
は
、
初
場
所
の
終
了
後

に
工
事
し
、
櫓
は
土
俵
の
真
上
で
天
井
の
鉄
骨

ま
で
自
動
で
吊
り
上
げ
ら
れ
、
最
短
の
壁
ま
で
移

動
さ
せ
、
自
動
で
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
る
こ
と
が
で

き
、
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
定
年
延
長
を
要

請
さ
れ
、
２
年
ま
で
な
ら
と
承
諾
し
、
頑
張
り
ま

し
た
。

　

退
職
後
、
母
か
ら
の
連
絡
で
、
生
ま
れ
故
郷
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
帰
郷
と
同
時
に
老
人
ク
ラ
ブ

に
入
会
。
入
会
し
た
２
年
後
、
二
川
目
光
生
友

の
会
の
会
長
就
任
。
そ
の
４
年
後
に
は
、
お
い
ら

せ
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
多
忙
な
毎
日
の
中
で
、
青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
評
議
員
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
健
康
に
留
意
し
、
で
き
る
限
り

老
人
ク
ラ
ブ
発
展
の
た
め
、
力
を
尽
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
評
議
員

お
い
ら
せ
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
　
長

佐
々
木
　
公
　
明

出
会
い
は
人
生
の
財
産
な
り
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高齢者相互支援推進研修会開催
　令和６年６月５日（水）、三戸町「町民体育館」において「イサバのカッチャど　あの頃思
い出して大笑い！」と題して、十日市　秀悦氏による講演を行いました。八戸市出身の十日市
さんはタレントとして活動しており、地元の青森県でのイベントでは「イサバのカッチャ」と
いうキャラクターで有名です。笑いあり、歌あり、またイサバのカッチャへの生着替えも披露
し、タレント活動での裏話や南部弁のトークなど、会場は大いに盛り上がりました。

■童謡・唱歌
　荒城の月、夏は来ぬ、
　浜千鳥、村祭りなど
■歌謡曲
　丘を越えて、リンゴの唄、
　昴、きよしのズンドコ節
　など
■民謡
　ソーラン節、東京音頭、
　五木の子守唄など

●A5判（縦）
●全122ページ
●定価500円（税別）

シニア世代の

みんなの歌集
全国老人クラブ連合会が

高齢者の立場で選んだ80曲を収録

お申し込み希望の方は、所属の市町村老連又は青森県老人クラブ連合会（TEL 017－732－6492）
までご連絡ください。

研修会風景 イサバのカッチャ（十日市　秀悦 氏）
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編
集
後
記

　

３
月
末
に
職
員
が
１
人
退
職

し
、
県
老
連
は
３
人
体
制
に
な

り
ま
し
た
。
人
数
が
減
っ
た
こ

と
と
、
不
慣
れ
な
こ
と
も
多

く
、
仕
事
一
つ
一
つ
に
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま
い
、
や
っ
と
機

関
紙
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
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。
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す
。

（
事
務
局
）

 

「令和６年能登半島地震災害」救援拠金の報告とお礼 

当連合会では、全国老人クラブ連合会の標記救援拠金の取り組みに

賛同し、会員の皆様に協力をお願いしておりました。第一次及び第二次

と取りまとめ、県内 20 市町村老連から、総額 1,178,613 円を４月３０

日及び９月 17 日に、全国老人クラブ連合会の救援拠金口座に送金いた

しました。たくさんの会員の皆様からの心温まるご支援・ご協力に感謝

申し上げます。 

被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。 

老人クラブに
入会しませんか

ご入会の希望・お問合せは、
お住まいの市町村老人クラブ連合会事務所

または青森県老人クラブ連合会
TEL ０１７－７３２－６４９２まで

仲間といっしょに、
楽しく生きがいのあるシニアライフを！
皆さんの参加を
お待ちしております♪

スタッフジャンパー・ベスト・のぼり旗を
貸出しています

　青森県老人クラブ連合会では、スタッフジャ
ンパー・ベスト・のぼり旗の貸出を実施して
います。
　老人クラブ活動のPRや会員増強運動に是非
ご利用ください。貸出希望の方は所属の市町
村老連までご連絡ください。

今別町老連

東北町老連
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～～青森県からのお知らせ～～

　毎年、山菜採りやキノコ採りの遭難事故が発生し

ており、亡くなられる方が後を絶ちません。山へ出

かける際は、万が一に備え、次のことに注意しま

しょう。

　・食料、雨具、携帯電話等を持って行く

　・必ず家族に行き先などを知らせる

　・二人以上で出かけ、早めの下山を心がける

　・服装は目立つ色にする

また、山でクマにあわないために、鈴や笛、ラジオ

などを身に着け、クマよけ対策をして楽しんでくだ

さい。

気象情報や火山情報にも十分注意しましょう。

大切な命を

守ってね♪

青 森 県 警 察
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・ホール収容人数
【フルオープン】２００名様まで（全席イス席）
【サブホール】　　５０名様まで（全席イス席）
・駐車場完備
　１００台駐車可能
・安置施設有
【サイレントルーム】故人様と共にお過しいた
　だける施設です。
・各室冷暖房完備、全館バリアフリー
・通夜ぶるまい、駐車場誘導はホールスタッフ
　が行いますのでお手伝いは不要です。

ご安置から、お通夜、ご葬儀、ご会食まで、
故人様を心おだやかにお送りできますよう、ご葬儀の一切をご自宅に代わって執り行える総合葬祭施設です。

宗旨を問わず、家族葬から、一般葬、社葬まで大・小規模のあらゆるご葬儀にご利用いただけます。
故人様を心おだやかにお送りできますよう、ご葬儀の一切をご自宅に代わって執り行える総合葬祭施設です。

宗旨を問わず、家族葬から、一般葬、社葬まで大・小規模のあらゆるご葬儀にご利用いただけます。

最大収容
200名

葬儀式場
上質で人のぬくもりと優しさを感じる
空間をご用意いたします。大切な人と
の最後の時間をゆっくり、お過ごしい
ただけます。家族葬から社葬まで、幅
広く対応させていただきます。

ロビーエントランス
気品溢れるモダンデザ
インのロビーで、ご会
葬の方々をお迎えいた
します。

サイレントルーム（故人安置室）
故人様のそばでゆっくりお過ごしいただ
ける安置室をご用意いたします。専用の
出入口を設けるなど、細やかな配慮をさ
せていただいております。また病院から
直接お入りいただく事も可能です。

サイレントルーム入口

ホール

家族室

小さな掛け金　大きな安心　ゆうネット
互助会員募集中

月々３０００円コース（２７００００円）
月々２０００円コース（１８００００円）
月々１０００円コース（　９００００円）

◎ゆうネットホール大野が会員価格でご利用になれます。
◎withホールやまみちを会員価格にてご利用になれます。
　例　メインホール２日（非会員）120,000円（税別）→（会員）80,000円（税別）
　例　サブホール　２日（非会員） 80,000円（税別）→（会員）50,000円（税別）
　例　サイレントルーム（安置施設）１日
　　　　　　　　　　　（非会員） 36,000円（税別）→（会員）24,000円（税別）

◎葬儀の場合、祭壇が通常価格の10％割引とお得です
◎返札品（香典返し・引出物）が10％割引になります

会
　員
　特
　典

■アクセス：青森市営バス→南旭町停留所下車→徒歩１分

旭町通り
マエダストア●

古川小● ●デイリーマート

●青森県庁◎

●山道葬儀造花店本社

7 4

JR青
森駅

文

甲田中●文

青森中央大橋

●青森県信用組合旭町支店

●青森金沢局〒

浪
館
通
り 旭町地下道

“もしもの時の安心コール”年中無休３６５日・２４時間受付

0120－22－7785☎
㈲山道葬儀造花店
〒030-0862 青森市古川3丁目15-17（旭町地下道北入口）

TEL.017-776-7785　FAX.017-776-2050
〒030-0851 青森市旭町1丁目2-9

TEL.017-776-8811　FAX.017-752-8711
〒030-0847 青森市東大野2丁目11-4

TEL.017-739-0983　FAX.017-739-0988

ゆうネットホール大野

　青森銀行
●古川支店

第 159 号	 青　森　県　老　連	 （18）



（19）	 青　森　県　老　連	 第 159 号



印刷のことなら

〒030－0803　青森市安方２丁目17－3
☎ 017－777－1388　FAX 017－735－5982
自分史・画集・写真集・俳句集・短歌集・川柳集・詩集

楽しく相談♪

一
般
印
刷・

カラ
ー印刷・デジタル

印
刷

出
版

物印刷・デー
タ管

理
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